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１．研究計画の概要 
本研究は，効率的で公平な資源配分を実現す

る市場制度の設計可能性について分析を行

なうことである．まずは均衡が複数存在する

市場の基礎条件に関する理論研究を再検討

する．研究の対象は，多数の消費者が取引を

行う完全競争的純粋交換経済，少数の企業が

存在する寡占市場，そして環境問題を有する

商品の市場である．そのため経済主体間の資

源配分で効率的なもの，非効率的なもの，公

平なもの，不公平なものを含む可能な取引リ

ストが与えられたもとで，それらが市場で均

衡として実現するような経済の基礎条件は

どのようなものか明らかにしたい．次に，均

衡の安定性を多面的に検証する．いくつかの

調整過程を考え，複数種類の商品を経済主体

が初期保有という形で有する市場での商品

の取引を経て，各商品の価格が各市場の需給

をバランスさせる水準に収束するのかしな

いのかを理論分析と実験分析で検討する． 

 
２．研究の進捗状況 
20 年度は分割可能な財を取引する市場では，

どのような状況の下で完全競争的な均衡が

複数存在するかについて，できるだけ単純で

わかりやすい条件を導くことを試みた．純粋

交換経済においてあるパターンに従った商

品の消費者への初期分配により必ず均衡は

複数存在することが判明した．そして複数均

衡と動学的安定性に関する実験も行った.ま

た分割不可能な財の市場と特許のライセン

スの取引市場の均衡においては，ノイマン―

モルゲンシュテルン解の意味での「内部安定

性」と「外部安定性」についてこれまでに得

られていなかった新たな知見が得られた． 

21 年度は完全競争的市場メカニズムの研究

では,経済主体間に格差をもたらすような市

場均衡に価格は収束する傾向があることが

わかった．また不完全競争市場の理論分析で

は, 市場均衡の動学的安定性について研究

した．そしてアンケートによる市場と環境に

関する実証分析も行い, 個人の環境意識が

住民の交通手段の選択に重要な役割を果た

していることが分かった．また，中国の上海

において街頭面接調査を行った結果，環境ラ

ベルが中国消費者の電気商品の購買に影響

を及ぼすことも明らかになった． 

22 年度は，複数の市場均衡が存在する純粋交

換経済における価格調整の動学的安定性と

経済主体の民族多様性の関係を相対取引実

験により実証した．その結果，ある水準から

はあえて利得を増やそうとしない民族と取

引をした場合は，理論上不安定性であるにも

関わらず，取引が価格弾力的でない民族の提

案が成立することがわかった．また特許のラ

イセンス契約において生産量依存支払いを

用いた場合の価格交渉の考察と，マッチング

理論による非分割財市場および労働市場の



均衡の考察を行ない，いずれの研究において

も均衡の安定性について新たな知見が得ら

れた．さらに選択型実験法を用いて，大阪モ

ノレール南伸計画の延伸事業の費用便益分

析を行い，地域の環境状況と交通ネットワー

クの変化を考慮した上で，純便益を生み出す

可能性が極めて高いことが示唆された．        

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 

競争市場における複数均衡の存在条件に関

する理論の再検討を行い，複数の価格のリス

トが与えられたもとで，それらが均衡価格と

なるような交換経済をどのように構成する

かを明らかにした．研究成果は，審査付国際

雑誌に掲載した．また，複数均衡と動学的安

定性に関する理論を検証するため，相対取引

による経済実験を実施した． 

非分割財市場，特許ライセンスの市場，労働

市場の分析においては，新たな均衡概念を与

え，それを用いて多くの興味深い成果を得た． 

また計画通りに，中国・上海において環境ラ

ベルに関する街頭面接調査と，日本の東大阪

市において交通機関選択に関する郵送調査

を行い，環境問題に関して効率的な資源配分

に誘導する幾つかのメカニズムを検証した． 

 

４．今後の研究の推進方策 

複数均衡の存在する交換経済において，資源

配分の衡平性と均衡の安定性の間のトレー

ド・オフに関する理論を実験で検証する．３

つの均衡を持ち主体が 2種類の財を交換する

経済を考え，ダブル・オークションによる取

引実験を行う．また物々交換ではなく貨幣を

導入してより実際の市場に近いモデルの設

計と実験も行いたい． 

また，非分割財，特許ライセンス，労働の各

市場において得られた成果の関連を詳細に

検討し，各市場で与えられた均衡概念の一般

化を図る．さらに，この一般化された均衡概

念を用いて各市場の均衡状態を再検討する． 

さらに，これまでの中国および日本における

アンケート調査で得られた結果を計量経済

学の基本手法に従って慎重に吟味しまとめ

る．必要に応じて追加的なアンケート調査や

経済実験等を中国または日本で行う． 
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